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解
読
文

申
渡

菜
種
御
用
之
筋
有
之
候
ニ

付
支
配
所
村
々
江

厚
申

諭

是
迄
作
来
候
場
所
者

勿
論
曠
野
田
畑
之
末
々

荒
地
其
他
川
縁
等
ニ

至
迄
水
行
等
之
障
無
之
場
所

ヲ

見
立
菜
種
蒔
附
候
趣
可
被
申
渡

尤
菜
種

荏

綿
実
等
以
来
年
々
時
相
場
ヲ

以
御
買
上
ニ

相
成
候
間

左
候
ハ
ヽ
窮
民
潤
助
ニ

も
相
成
候
儀
ニ

付

后
後

（
向
）

出
請
致

絞
草
沢
山
ニ

作
出
候
趣
村
役
人
と
も

（
精
）

勿
論
身
元
相
応
之
者
江
者

別
段
申
渡

厚
世
話

為
致
候
趣
可
被
致
候

当
年
之
儀
者

最
早
追
々

向
後
連
ニ

も
相
成

酷
寒
ニ

至
り

当
時
ゟ
菜
種

（
旬
カ
）

蒔
付
候
而
も
自
然
生
立
も
不
宜

実
法
無
甲
斐
品
者

（
み
の
り
）

難
用
立
候
間

来
年
ゟ
蒔
付
方
等
之
儀
兼
而
此
節
ゟ

申
含
手
当
い
た
し

時
節
後
連
ニ

不
相
成
様
蒔
附

方
可
申
付
候

尤
菜
種
之
儀
ハ
晩
春
ニ
者

刈
仕
舞

候
事
故
田
方
ニ

も
仕
付

刈
取
跡
返
し
苗
植
付
候
而
も

間
ニ

合
候
事
故

左
候
ハ
ヽ
両
毛
取
上
村
方
之
為
筋
ニ

も

可
相
成
儀

畑
地
も
菜
種
之
儀
余
勢
之
心
得
二
而

麦
作
之
障
ニ

不
相
成
様
仕
附

流
作
場
荒
地
等
見

斗
蒔
付
候
様
い
た
し
候
得
ハ

百
姓
共
金
銀
之
融
通
ニ

も

相
成
候
間

銘
々
支
配
限
り
以
来
何
程
ツ
ヽ
ハ
菜
種

出
穀
可
致
様

前
文
之
通
時
相
場
を
以
御
買
上

ニ

も
相
成
候
事
故

右
出
穀
候
高
凡
ニ

も
目
当
ヲ

付

可
被
申
聞
候

尤
来
未
年
之
儀
ハ

其
場
所
弁

同

様
ニ

登
の

御
仁
恵
筋
御
取
調
ニ

付

村
々
役
人
者

勿
論
小
前

之
者
共
不
正
之
筋
聊
無
之

正
路
ニ

申
合
奇
特

心
を
相
互
ニ

心
掛
貧
民
を
救

成
丈
者

夫
食

喰
延
し

余
之
分
売
買
致
高
直
ニ

不
相
成
候
様
ニ

可
被
取
斗
候

且
御
触
之
儀
者

領
主
地
頭
ゟ
も

相
触
承
知
之
事
ニ

も
候
へ
共

尚
写
相
廻
し
候

此
廻
状
幷
案
文
等

御
改
革
寄
場
宿
町
村
役
人

彼
是
写
取

致
請
印
昼
夜
刻
付
早
々

順
達
致

其
上
組
合
村
々
江

相
触
寄
合
成
丈

差
急

前
条
之
趣
可
被
取
調
候

廻
状
者

留
村
ゟ

追
而
可
相
廻
候

以
上

（
天
保
五
年)

二
月
廿
六
日

関
東
向
御
取
締
出
役

山
本
大
膳
手
代

堀
江
与
四
郎

河

野

啓

助

口
語
訳

次
の
事
を
申
し
渡
す

菜
種
御
用
の
筋
が
あ
る
の
で
支
配
所
村
々
へ
丁
寧
に
説
明

し
納
得
さ
せ
、
こ
れ
ま
で
作
っ
て
き
た
場
所
は
勿
論
、
広
い
野

原
や
田
畑
の
端
の
荒
れ
た
土
地
、
そ
の
他
川
の
ふ
ち
等
ま
で

水
が
流
れ
て
い
な
い
場
所
を
見
て
菜
種
を
蒔
き
付
け
る
よ
う

申
し
渡
す
。
も
っ
と
も
菜
種
・
荏
・
綿
実
等
は
こ
れ
よ
り
後

（
え
）

年
々
そ
の
時
の
相
場
で
買
上
げ
る
。
そ
う
す
れ
ば
困
窮
の
民

の
う
る
お
い
の
助
け
に
も
な
る
の
で
こ
の
後
精
を
出
し
て

絞

草

を
沢
山
作
れ
ば
よ
い
と
思
い
、
村
役
人
ど
も
は
勿
論
、

（
し
ぼ
り
ぐ
さ
）

身
元
相
応
し
い
人
へ
は
別
に
申
渡
し
、
厚
く
世
話
を
し
て
作
ら

せ
る
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
。

今
年
は
蒔
付
の
時
期
遅
れ
と
な
り
蒔
い
た
と
し
て
も
育
た



ず
、
み
の
ら
な
い
品
は
役
に
立
た
な
い
の
で
来
年
よ
り
蒔
付
方
等
今
よ

り
よ
く
わ
か
る
よ
う
言
い
含
め
、
準
備
し
て
時
節
お
く
れ
の
蒔
付
に
な

ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
申
付
け
る
こ
と
。
も
っ
と
も
菜
種
は
晩
春
に
は

刈
り
取
っ
て
し
ま
う
た
め
、
田
の
刈
り
取
っ
た
跡
地
を
耕
し
菜
を
植
付

け
て
も
間
に
合
う
の
で
両
毛
（
稲
と
菜
種
）
収
穫
で
き
て
村
人
の
た
め

に
も
な
る
の
で
、
畑
地
も
菜
種
の
余
勢
と
心
得
て
麦
作
の
障
害
に
な

ら
な
い
よ
う
に
作
り
、
川
縁
の
流
作
場
（
江
戸
時
代
河
川
の
堤
外
や

湖
沼
な
ど
の
附
近
に
あ
り
植
付
を
し
て
も
水
害
を
受
け
や
す
い
田
畑
）

や
荒
地
等
見
は
か
ら
い
蒔
付
す
れ
ば
百
姓
共
金
銀
の
融
通
に
も
な
る

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
支
配
限
り
こ
れ
よ
り
い
く
ら
か
づ
つ
は
菜
種
を
出
穀

致
す
よ
う
前
文
の
通
り
御
買
上
げ
に
も
な
る
こ
と
な
の
で
、
出
穀
の

高
だ
い
た
い
目
当
を
示
し
て
申
し
聞
か
せ
る
こ
と
。
も
っ
と
も
来
未
年

は
其
場
所
を
よ
く
考
え
て
作
付
す
る
よ
う
に
と
の
お
情
け
を
も
っ
て

取
調
べ
に
つ
き
村
々
役
人
は
勿
論
、
一
般
の
百
姓
達
も
少
し
の
不
正

も
な
く
申
し
あ
わ
せ
、
互
に
負
担
が
か
か
る
よ
う
な
事
を
す
す
ん
で

す
る
心
を
も
っ
て
、
貧
し
い
人
を
救
い
、
食
物
を
で
き
る
だ
け
長
く
食

い
つ
な
ぎ
、
余
っ
た
分
は
売
買
し
食
物
が
高
く
な
ら
な
い
よ
う
取
り
は

か
ら
う
こ
と
。
こ
の
お
触
は
領
主
・
地
頭
か
ら
も
前
も
っ
て
触
れ
ら
れ

承
知
の
事
と
思
え
る
が
、
尚
こ
の
触
書
を
写
し
廻
し
案
文
等
御
改
革

寄
場
（
こ
こ
で
は
五
日
市
）
の
宿
町
村
役
人
が
あ
れ
や
こ
れ
や
写
し
取

っ
て
、
請
印
し
、
昼
夜
刻
付
け
（
拝
見
し
た
時
間
を
記
す
）
村
順
に
廻

し
組
合
村
々
へ
知
ら
せ
て
、
寄
り
合
い
出
来
る
限
り
急
い
で
前
文
の

条
々
の
趣
旨
を
取
調
べ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
こ
の
廻
状
は
最
後
に
受

け
取
っ
た
村
よ
り
廻
し
返
す
こ
と
。
以
上

（
天
保
五
年
・
一
八
三
四
）

二
月
廿
六
日

関
東
向
御
取
締
出
役

山
本
大
膳
手
代

堀
江
与
四
郎

河

野

啓

助

解
説油

は
古
く
か
ら
照
明
用
と
し
て
お
も
に
社
寺
・
公
家
が
使
用
し

た
。
中
世
の
油
は
荏
・
胡
麻
・
木
実
な
ど
が
原
料
で
油
座
が
取
扱
っ

た
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
菜
種
（
水
油
）
綿
実
（
白
油
）
が
主
原
料

と
な
り
摂
津
・
河
内
・
和
泉
・
伊
勢
が
お
も
な
製
油
地
で
配
給
の
中

心
は
大
坂
で
あ
っ
た
。
明
和
７
年
（
１
７
７
０
）
の
明
和
の
仕
法
で
江

戸
へ
の
供
給
量
確
保
と
価
格
の
安
定
の
た
め
油
の
大
坂
集
中
を
は

か
っ
た
。
し
か
し
、
江
戸
地
廻
経
済
の
発
展
に
伴
い
在
郷
町
が
成
長

し
て
独
占
の
打
破
を
訴
え
問
屋
の
力
は
衰
退
し
た
。

こ
の
古
文
書
に
よ
る
と
当
地
方
で
は
天
保
５
年
（
１
８
３
４
）
に
な

っ
て
も
油
菜
の
蒔
付
は
遅
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
蒔
付
場
所
の
不
足
も

あ
り
売
買
す
る
程
の
菜
種
も
収
穫
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

触
書
を
逆
上
っ
て
見
る
と
享
保

年
（
１
７
２
９
）
８
月

日
の

14

18

触
書
に
は
じ
め
て「
油
木
と
申
木
植
立
候
様
に
仰
渡
さ
れ
」と
出
て

き
て
役
所
へ
種
を
取
り
に
来
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。
そ
し
て
同
年
10

月
５
日
に「
先
達
而
申
し
渡
候
油
菜
種
相
渡
す
べ
く
候
」
と
あ
り

日
に
各
村
名
主
一
人
づ
つ
種
を
取
り
に
来
る
よ
う
に
代
官
荻

11原
源
八
郎
よ
り
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
触
書
（
明
和
４
・
５
・

７
年
と
安
永
３
年
・
寛
政
９
年
・
天
保
５
・
６
・
７
年
）
か
ら
も
油
菜

栽
培
の
勧
め
が
見
え
る
が
、
五
日
市
寄
場
内
の
村
々
で
は
、
こ
れ
ま

で
あ
ま
り
油
菜
栽
培
の
記
録
は
多
く
な
い
。
わ
ず
か
に
伊
奈
村
石

川
家
文
書
の「
歳
中
日
記
帳
」
（
弘
化
年
間
）
に「
油
菜
を
畑
の
く
ろ

に
植
え
付
け
た
」
と
出
て
く
る
。
ま
た『
村
明
細
帳
』
の
文
政

年
11

（
１
８
２
８
）
５
月
の
五
日
市
村
の
項
に「
油
絞
百
姓
重
兵
衛
・
百
姓

代
安
兵
衛
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
重
兵
衛
は
そ
の
後
も
油
屋
を
続
け

て
い
る
が
安
兵
衛
の
名
は
見
え
な
い
。
五
日
市
上
宿
の
油
屋
重
兵

衛
に
つ
い
て
は
文
政
３
年
「
油
之
通
」
に
よ
る
と
江
戸
本
町
山
崎
屋

五
兵
衛
よ
り
水
油
一
樽
を
買
い
五
合
づ
つ
注
文
先
へ
駄
賃
を
取
っ

て
下
男
な
ど
に
配
達
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
天
保

年
７
月
の
五

14

日
市
村
寄
場
内
の
村
々
の「
農
間
渡
世
向
名
前
書
上
帳
」
を

見
る
と
水
油
売
渡
世
が
五
日
市
村
十
兵
衛
・
伊
奈
村
佐
吉
・

下
草
花
村
政
右
衛
門
の
三
人
で
油
絞
り
渡
世
は
下
草
花
の

利
兵
衛
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
天
保

年

月

日
の

14

11

15

「
油
絞
稼
人
名
前
書
上
帳｣

に
は
上
草
花
村
・
瀬
戸
岡
村
・
小

川
村
・
野
辺
村
・
中
平
井
村
に
各
一
人
宛
増
え
て
計
９
名
を

書
き
出
し｢

但
、
菜
種
五
日
市
村
江

取
集
江
戸
四
ッ
谷
通
り
陸

附
積
り｣

と
あ
る
事
か
ら
稼
人
は
菜
種
を
取
り
集
め
ほ
と
ん

ど
を
積
み
出
し
た
と
推
測
す
る
。
そ
し
て
、
翌

月

日
に

12

24

は
菜
種
納
方
御
免
願
を
青
梅
組
合
と
共
に
差
出
し
て
い
る
。

天
保
年
間
の
重
兵
衛
の
日
記
に
は
、
油
絞
り
を
本
格
的
に
し

よ
う
と
、
近
隣
上
平
井
村
へ
度
々
油
〆
木
の
木
を
見
に
行
っ
て

買
い
、
油
絞
り
機
を
拵
え
て
い
る
が
あ
ま
り
長
く
使
っ
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
今
井
村
（
青
梅
）
の
百
姓
が
水
油

を
運
び
込
ん
だ
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

重
兵
衛
は
自
ら
の
事
を
あ
ぶ
ら
や
重
兵
衛
と
帳
面
な
ど
に

書
く
よ
う
に
な
る
の
は
文
政

年
で
油
絞
り
よ
り
水
油
を
仕

12

入
れ
て
売
る
油
商
売
が
主
だ
っ
た
よ
う
だ
。

近
代
に
な
る
と
油
の
需
要
は
一
層
増
え
て
、
手
絞
り
・
水

車
絞
り
か
ら
電
動
の
油
絞
り
機
が
使
わ
れ
て
、
比
較
的
耕
地

の
広
い
下
流
域
の
農
家
は
原
の
畑
や
田
ん
圃
の
裏
作
と
し
て

菜
種
を
蒔
き
油
を
取
っ
て
自
家
用
に
し
て
い
た
よ
う
だ
。
昭
和

年
代
前
半
に
は
、
近
村
で
は
羽
村
に
ま
だ
あ
っ
た
油
絞
り

40屋
に
頼
ん
で
油
に
し
て
い
る
家
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
ま
も
な

く
下
火
に
な
っ
た
。
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